
住み慣れたまちで
安心して暮らすために

医療や介護が必要になっても

住みなれた自宅や地域で

自分らしく暮らしたい。

～その想いをかなえるために支援を行います～
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北空知地域医療介護連携支援センター

北空知地域の地域医療・介護連携の取組紹介

事務局長 三ッ井 隆博 （深川市立病院地域連携室調査員）



１．北空知地域の紹介及び地域医療・介護の状況
・人口、医療・介護サービスの状況

２．北空知地域医療介護確保推進協議会の設立までの経緯
・Ｈ２６：地域医療及び介護サービスの提供体制の確保と連携のあり方検討に関する中間報告
・Ｈ２７：北空知における地域医療・介護の提供体制の確保と連携に関する協議報告

３．北空知地域医療介護確保推進協議会と北空知地域医療介護連携支援センターの設置
・協議会各会議体の担当事務と構成員 ⇒ 関係機関・団体、多職種で構成
・連携支援センターの担当事務と構成員 ⇒ 看護師、社会福祉士、作業療法士、事務職の７名で構成

４．北空知地域医療介護確保推進協議会の具体的取り組みの紹介
・北空知地域入退院支援研修会 ・認知症初期集中支援事業事例共有検討会
・北空知地域入退院支援・調整ルール試行事業
・地域包括ケアに携わる多職種合同研修会
・在宅医療・介護を考える北空知地域住民フォーラム ・住民向け講演会等の開催
・地域リハビリテーション活動支援事業
・北空知介護保険サービス事業所ガイド ・住民啓発パンフ
・北空知地域医療介護連携支援センターホームページ など

５．まとめ

これからご紹介する内容は、
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北空知地域医療連携支援センターホームページ
https://www.city.fukagawa.lg.jp/fukabyo/kitasorachi/index.html

本日の資料の詳細は
ＨＰに掲載しています



平成12年
2000年

平成17年
2005年

平成22年
2010年

平成27年
2015年

平成32年
2020年

平成37年
2025年

平成42年
2030年

平成47年
2035年

平成57年
2045年

人口 42,014 39,199 35,704 32,675 29,649 26,651 23,730 20,943 18,318 

0～14歳 5,000 4,273 3,463 2,973 2,520 2,132 1,756 1,466 1,246 

15～64歳 25,713 22,657 19,494 16,534 14,083 12,153 10,512 8,901 7,382 

65歳以上 11,302 12,230 12,711 13,168 13,075 12,366 11,462 10,576 9,690 

＊２０１５国勢調査及び国立社会保障・人口問題研究所による集計

5,000 4,273 3,463 2,973 2,520 2,132 1,756 1,466 1,246 

25,713 
22,657 

19,494 
16,534 

14,083 12,153 10,512 8,901 7,382 

11,302 
12,230 

12,711 
13,168 

13,075 
12,366 

11,462 
10,576 

9,690 

42,014 
39,199 

35,704 
32,675 

29,649 
26,651 

23,730 
20,943 

18,318 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

平成12年

2000年

平成17年

2005年

平成22年

2010年

平成27年

2015年

平成32年

2020年

平成37年

2025年

平成42年

2030年

平成47年

2035年

平成57年

2045年

0～14歳 15～64歳 65歳以上 人口

はじめに、北空知の
人口の推移・推計を
見ていきます。

１．北空知地域の紹介及び地域医療・介護の状況 北空知の人口の推移

⇒急速に進む少子高齢化・人口減少
15～64歳と65歳
以上が逆転
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北空知の高齢化率 （２０１８．１．１住民基本台帳）

市町名 総人口
65歳以上
人口

65歳以上
高齢化率

全道順位
75歳以上
人口

75歳以上
高齢化率

深川市 21,156 8,520 40.3% 38 4,691 22.2%
妹背牛町 2,996 1,367 45.6% 9 771 25.7%
秩父別町 2,434 997 41.0% 31 588 24.2%
北竜町 1,906 826 43.3% 16 489 25.7%
沼田町 3,145 1,321 42.0% 25 771 24.5%
合計 31,637 13,031 41.2% 7,310 23.1%
北海道 5,307,813 1,617,164 30.5% 803,297 15.1%
夕張市 8,316 4,227 50.8% 1 2,514 30.2%
千歳市 96,273 21,332 22.2% 179 9,943 10.3%

北空知は21圏域
で唯一40％を超え
る高齢化率

75歳以上高齢者
は4人に1人

9.7% 8.8% 7.8% 7.2% 6.7% 6.5% 6.6%
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年齢層別人口割合の推計（2013年社人研:前頁より少し古い）

0～14歳 15～64歳 65歳以上 75歳以上
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平成２７年 平成２９年 平成３２年 平成３７年

深川市
介護認定者数 1,610 1,592 1,553 1,447 

介護認定率 19.1% 18.6% 18.5% 18.6%

妹背牛町
介護認定者数 210 231 264 301

介護認定率 15.3% 16.6% 19.4% 23.6%

秩父別町
介護認定者数 172 161 176 185

介護認定率 17.0% 16.5% 18.4% 20.4%

北竜町
介護認定者数 124 144 197 224

介護認定率 14.9% 17.2% 23.6% 28.4%

沼田町
介護認定者数 223 182 187 187

介護認定率 17.0% 13.8% 14.5% 15.5%

１市４町の介護認定者数 2,339 2,310 2,377 2,344 

１市４町の介護認定率 18.0% 17.7% 18.5% 19.5%

北海道 認定率 19.8% 19.6% 20.7% 22.8%

全国 認定率 18.0% 18.0%

※各市町介護保険事業計画（H30.3策定）より集計
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認知症高齢者の推計

平成27年：15.5% 平成32年：17.5% 平成37年：20.0%

平成37年には高齢者の

５人に１人が認知症に
なると推計

介護認定者の推計

高齢者人口は減
少するが７５歳
以上人口増加す
るため認定率は
増加傾向
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北空知の介護サービス事業所の状況

事
業
所
の
種
類

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

介護保険施設 居宅サービス 地域密着型サービス
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入
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生
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定
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回
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時
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応
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訪
問
介
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看
護

深川市
8 2 1 1 2 2 1 3 1 2 2 5 2 1 4 1 1

150 96 55 115 30 50 63 24 25 72 29

妹背牛町
2 1 1 1 1 1 1

80 25 15 18 9

秩父別町
2 1 1 1 1 1 1 1

80 20 15 3 18

北竜町
1 1 1 1 1 1

80 15 18

沼田町
1 1 2 1 2 1 1

80 30 3 9

合計
14 5 2 1 6 2 0 1 5 2 6 3 8 4 2 8 1 1

390 176 55 160 45 65 108 30 43 126 29

※事業所数は各市町に所在する事業所です。下段の赤数字は定員です。

居宅サービスなどすべてが充足し
ているわけではありませんが・・・・・
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減少する医療資源～北空知管内の医療機関の状況（各種調査より）

・平成３０年４月現在 病院：５施設（公立１）、一般診療所：１６施設（公立６施設）うち休止１施設（公立１施設）、
歯科診療所：１９施設 （保健所、老健など除く数）

・病院数推移・・・・・・・・・平成１７年： ７施設 ⇒ 平成２６年： ５施設 ⇒ 平成３０年： ５施設
・一般診療所数推移・・・平成１７年：３１施設 ⇒ 平成２６年：２３施設 ⇒ 平成３０年：２４施設
・歯科診療所数推移・・・平成１７年：２４施設 ⇒ 平成２６年：２０施設 ⇒ 平成３０年：１９施設

・病院病床数推移・・・平成１７年：１，４５８床 ⇒ 平成２６年：１，１８６床 ⇒ 平成２９年：１，０３９床
（H29内訳：一般１９９ 療養４０７ 精神４２９ 感染症４）

⇒ （人口１０万対では道の値の約２倍、２１圏域で最高）

・一般診療所病床数推移・・平成１７年：９０床 ⇒ 平成２６年：０床 （Ｈ２６で０床）

・医師数の推移・・・・平成１８年：７６人 ⇒ 平成２６年：６３人 △１３人 ⇒ 平成２８年：５９人 △１７人
（Ｈ２７に小児科医３人、産婦人科医１人が減）

・歯科医師数の推移・・・平成１８年：３１人 ⇒ 平成２６年：２６人 ⇒ 平成２８年：２４人
・薬剤師数の推移・・・・・平成１８年：４３人 ⇒ 平成２６年：３８人 ⇒ 平成２８年：４１人 （病院勤務薬剤師は減）

・看護師数の推移・・・・・平成１８年：２９７人 ⇒ 平成２６年：３３０人 ⇒ 平成２８年：３４４．３人
・准看護師数の推移・・・平成１８年：２４９人 ⇒ 平成２６年：１９８人 ⇒ 平成２８年：２２７．２人

（正准計 H18：546人⇒ H26:528人⇒H28:571.5人）

○乏しい在宅医療サービスの状況 （平成２６年）

北空知地域では、医療保険等による在宅サービス（往診・訪問診療・看取り）を実施している医療機関は、病院はな
く（人口10万人あたり北空知０、全道６．６、全国４．２）、診療所が４施設（北空知１４．７、道１８．７、国３０．３）、歯科
診療所が６施設（北空知１７．５、道１１．６、国１１．１）となっており、歯科を除き全道、全国平均を下回っています。
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人口比では全道でもっとも多い病床数・介護施設定員数
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日医総研ワーキンググループ２０１２年（平成24年）報告より
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・一般病床は３５８床で、全国平
均を５０とした北空知圏域の偏
差値は６２で北海道の平均偏差
値と同じです。

・療養病床は３８９床で、偏差値
は９０（北海道５８）で道内１
位となっています。

・精神病床数は５０９床で、偏差
値は１０５（北海道５５）で道
内１位となっています。

・特別養護老人ホーム収容数は
３９０人、偏差値は７９（北海
道５０）で道内１位となってい
ます。

・老人保健施設は１７０人、偏差
値は５５（北海道４８）で道内
３位となっています。

・有料老人ホームは５９人、偏差
値は４３で北海道の平均偏差値
４９より低くなっています。

・グループホームは９０人、偏差
値は５３で北海道の平均偏差値
６５より低くなっています。

・高齢者住宅は３４９人で、偏差
値は５３で北海道の平均偏差値
５８より低くなっています。

現在は一般病床１９９、療養４０７、
精神４２９床で、大幅に減少



地域における医療及び介護の総合的
な確保を推進するための関係法律の

整備等に関する法律
（医療介護総合確保推進法）

H26.6.25

地域包括ケアシステムの構築

持続可能な社会保障制度の確立を図
るための改革の推進に関する法律
（社会保障制度改革プログラム法）

H25.12.13

【地域包括ケアシステムの構築】
地域包括ケアシステムの構築に向けた
地域支援事業の充実
①在宅医療・介護連携の推進
②認知症施策の推進
③地域ケア会議の推進
④生活支援サービスの充実・強化

少子化対策、医療制
度、介護保険制度、公
的年金制度等改革

【効率的かつ質の高い
医療提供体制の構築】

病床での機能分化･連携、有床診
療所等の役割の位置づけ、在宅医
療の推進・介護との連携

【検討項目】
①休日夜間急病診療体制の維持・確保
②深川市立病院の経営安定及び医療介護連携
機能の整備

③公立（公的）診療所の維持・確保
④在宅医療の提供体制の構築
⑤在宅サービスの確保･充実

⑥管内サービス事業所の相互利用
⑦地域リハビリテーション活動支援事業の構
築

⑧在宅医療・介護連携の推進
⑨認知症初期集中支援チームの設置
⑩医療･福祉･介護人材の管内独自の確保対策

２．北空知地域医療介護確保推進協議会
の設立までの経緯

１．在宅医療･介護連携の推進（⑧）
２．地域リハビリテーション活動支援事業の構築（⑦）
３．認知症施策の推進（⑨継続検討）
４．北空知地域医療介護確保推進協議会の設置（⑧）
５．市立病院における医療介護連携機能の整備（②訪問看護）

高度急性期から在宅医療・介護までの一連のサービ
スを地域において総合的に確保することで、地域に
おける適切な医療・介護サービスの提供体制を実現
し、患者の早期の社会復帰を進め、住み慣れた地域
での継続的な生活が可能となることを目指す。

少子高齢化と
厳しい財政状況への対応

北空知管内における地域医
療及び介護サービスの提供
体制の確保と連携のあり方
について北空知振興協議会
民生部会において検討

【北空知を圏域とした広域での検討理由】
①「在宅医療・介護連携推進事業」に２次医療圏内
市町の連携を図る項目があること

②市立病院が北空知圏域における唯一拠点病院の役
割を担っていること

③介護施設では1市4町間での相互連携と利用が行な
われていること

④小規模市町では単独での実施は困難であること

平成27年11月報告

1市4町からの委託を受け、
市立病院に北空知地域医
療介護連携支援センター
を設置し、「在宅医療・
介護連携推進事業」「地
域リハビリテーション活
動支援事業」を実施

※平成27年11月報告以外の項目については
新たにできる協議会において協議・検討

平成26年10月中間報告
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北空知圏振興協議会民生部会
（地域医療・介護担当課長等会議）
で２年かけて調査研究・検討
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○ 平成２６年度 北空知圏振興協議会民生部会の調査研究・検討の経緯

開催月日 テーマ等 調査研究・協議内容

平成２６年
６月２５日（水）
９：３０～１１：４０

第１回会議
地域医療の現状（その１）

①救急医療体制の再整備の進捗状況について
②北空知第２次保健医療福祉圏の概況等について
③深川市立病院の経営状況について

７月１５日（火）
１５：００～１７：００

第２回会議
地域医療の現状（その２）

①４町の診療所の経営状況について
②意見交換

８月２０日（水）
９：３０～１２：００

第３回会議
介護の現状

①１市４町の介護サービスの状況について
②意見交換

１０月１日（水）
９：３０～１２：１５

第４回会議
意見交換

①「北空知圏の地域医療及び介護サービスの提供体制の確保と連携
のあり 方検討に関する中間報告（骨子案）」について
②福祉・介護人材確保対策実態調査の結果報告（概要）について

１０月２９日（水）
９：３０～１１：４５

第５回会議
中間とりまとめ

①「北空知圏の地域医療及び介護サービスの提供体制の確保と連携
のあり方検討に関する中間報告」の取りまとめについて

○ 民生部会構成員

市町名 役職名 オブザーバー機関 構成員

深川市 健康福祉課長（座長）、高齢者支援課長 深川保健所 次長

妹背牛町 住民課長、健康福祉課長 深川市立病院 管理課長

秩父別町 住民課長、地域包括支援センター長 深川地区消防組合 指令救急課長

北竜町 住民課長、地域包括支援センター長
事務局 健康福祉課長補佐、

健康福祉課障がい福祉係主査

沼田町 保健福祉課長、地域包括支援センター長

翌年３月の北空知圏振興協議会（市町長会議）に
中間報告を説明し次年度の取組の了解を得る
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北空知管内（第２次医療圏）における地域医療及び介護サービスの
提供体制の確保と連携のあり方検討に関する中間報告

１ はじめに（Ｐ２～３）
（１）検討の経緯 （２）検討の趣旨 （３）検討の視点

２ 急速に進む少子高齢化・人口減少の問題（Ｐ３～８）
（１）急速に進む人口減少 （２）人口比では全道でもっとも多い病床数・介護施設定員数
（３）今後の医療・介護需要～医療需要は2015年をピークに、介護需要は2025年をピークに減少

３ 地域医療の現状（Ｐ８～１４）
（１）救急医療の現状～管内の医療資源だけでは維持困難な状況に
（２）公立（公的）病院・診療所の現状～今後も厳しくなる経営環境
（３）在宅医療の現状～在宅医療を担う医療機関等は乏しいが半数の医療機関が関心を示す

４ 介護の現状（Ｐ１４～２２）
（１）介護保険事業の状況～施設サービスは充実しているが在宅サービスは不十分
（２）介護保険事業の広域連携～地域支援事業等での連携推進

５ 地域医療・介護の提供体制の確保と連携のあり方（Ｐ２３～３１）
（１）救急医療に関すること （２）病院・診療所に関すること
（３）在宅医療に関すること
（４）介護に関すること
（５）医療・福祉・介護人材の確保に関すること

６ まとめ（Ｐ３２）

平成２６年１０月２９日
北空知圏振興協議会民生部会（地域医療・介護担当課長等会議）

調査・研究、検討を行った結果、

各市町独自に地域包括ケアシステ
ムを構築していくことは難しく、持続
可能な地域医療・介護の提供体制
を確保していくためには、１市４町
が共同し北空知２次保健福祉医療
圏を維持し、保健所や医師会など
関係機関等と連携し、北空知圏域
における地域包括ケアシステムの
構築に向けて取り組むべきであると
なった。

報告書全３４ページ
に取りまとめ



市町名 構成員 オブザーバー機関 構成員

深川市 健康福祉課長（座長）、高齢者支援課長、
地域包括支援係長、地域包括支援係主査

深川保健所 次長、
企画総務課主査、企画総務課主査

妹背牛町 住民課長、健康福祉課長、健康福祉課主幹 深川市立病院 管理課長、地域医療連携室長
管理課・地域医療連室主幹、
管理課課長補佐

秩父別町 住民課長、地域包括支援センター長

北竜町 住民課長、地域包括支援センター長、
地域包括支援センター主幹

事務局：深川市 健康福祉課長補佐兼障がい福祉係長
健康福祉課障がい福祉係主査

沼田町 保健福祉課長、地域包括支援センター長

〇平成２７年度民生部会（地域医療・介護担当課長等会議＆事業検討部会）の協議・検討の経緯

開催月日 協議テーマ等

第１回会議 ６月２４日（水）
９：３０～１１：４５

〇地域医療及び介護の提供体制の確保と連携方策について
〇地域医療構想の策定について

第２回会議 ７月１７日（金）
９：３０～１１：４５

〇検討課題に係る介護保険制度の学習
※第２回会議から事業検討部会を兼ね担当者もメンバーとする。

第３回会議 ８月２０日（木）
１３：３０～１５：４５

〇在宅医療・介護連携推進事業について
〇地域リハビリテーション活動支援事業について
〇認知症初期集中支援チーム設置事業について

第４回会議 ９月２８日（月）
９：３０～１２：２０

〇在宅医療・介護連携推進事業について
〇地域リハビリテーション活動支援事業について
〇認知症初期集中支援チーム設置事業について
〇北空知地域医療・介護の提供体制の確保と連携に関する協定について
〇民生部会協議報告の取りまとめについて
〇救急あんしんカードの活用について

第５回会議 １１月１１日（水）
９：３０～１０：４５

○協議とりまとめ
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〇民生部会構成員

Ｈ２８予算に必要経費計上、
１月～３月事業化準備

３月協定書締結、市町長会議報告



北空知における地域医療・介護の提供体制の確保と連携に関する協議報告

北空知圏振興協議会民生部会（地域医療・介護担当課長等会議）では、平成２６年度に取りまとめました「北空知管内
（第２次医療圏）における地域医療及び介護サービスの提供体制の確保と連携のあり方検討に関する中間報告」に基づ
き、当面の検討課題として挙げた１０項目の課題のうち、介護保険事業の広域連携に係る事業を中心に具体的検討を行
い、平成２８年度から実施すべき事業等について、下記のとおり取りまとめましたので報告します。

１．在宅医療・介護連携の推進
・ 介護保険制度の地域支援事業に定められた８つの在宅医療・介護連携推進事業について、北空知１市４町の共同
事業として、平成２８年度から深川市立病院に委託する方法で実施すべきものとの協議となりました。

２．介護予防の機能強化～地域リハビリテーション活動支援事業の構築
・ 介護保険制度の地域支援事業に定められた地域リハビリテーション活動支援事業について、北空知１市４町の共同
事業として、平成２８年度から深川市立病院に委託する方法で実施すべきものとの協議となりました。

３．認知症施策の推進～認知症初期集中支援チームの設置
・ 介護保険制度の地域支援事業に定められた認知症初期集中支援チーム設置事業について、北空知１市４町の共同
事業として、平成２９年度から事業開始できるよう、認知症専門職（医師及び福祉系・医療系の専門職）の確保や専門
職の研修、管内の連携体制の整備など、引き続き関係機関・団体と協議し検討していくこととなりました。

４．関係機関・団体の連携体制の構築～（仮称）北空知地域医療介護確保推進協議会の設置
・ １～３の共同事業のほか、救急医療を含めた地域医療・介護の提供体制の確保と連携について、継続的に協議及び
推進する組織が必要であり、また、道（深川保健所）から市町主体への取り組みに変更される事業（北空知圏域在宅
医療推進ネットワーク協議会）を継承する必要もあることから、１の共同事業の一環として、平成２８年度に「（仮称）北
空知地域医療介護確保推進協議会」を設置すべきものとの協議となりました。

５．深川市立病院における医療介護連携機能の整備
・ 中間報告による検討要請を受け、深川市立病院では平成２７年１０月から訪問看護事業を開始しましたので、今後、
訪問看護事業の安定化と充実を図るために連携・協力するとともに、訪問リハビリテーション事業などの在宅療養者
への支援について引き継ぎ検討していくこととなりました。

平成２７年１１月１１日
北空知圏振興協議会民生部会（地域医療・介護担当課長等会議）

報告書全４４ページ
に取りまとめ
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在宅医療・介護連携推進事業における北空知地域医療介護確保推進協議会と
北空知地域医療介護連携支援センターの関係図

①地域の医療・介護の資源
の把握(ｱ)

○医療・介護資源情報の収集
○情報の集約と整理
○情報の共有化
○リスト・マップ等の作成
○医療・介護関係者への情報提供

④医療・介護関係者の
情報共有の支援(ｴ)

○医療及び介護相談の受付
○地域包括支援センターとの
連携・調整

○相互紹介

○関係者協議会の運営
○会議招集事務及び会議記録

⑤医療・介護連携支援セン
ターの運営と相談の受付、
関係者の連携と調整(ｵ)

⑥医療・介護関係者の研修会
の実施(ｶ)

③切れ目のない在宅医療と介
護の提供体制の構築推進(ｳ)

⑦地域住民への普及啓発
(ｷ)

⑧在宅医療・介護連携に関する
関係市町間の連携(ｸ)

○保健所との連携
○急変時診療体制の検討
○夜間・休日診療体制の検討
○訪問看護との連携
○医師会との連携
○在宅での支援体制の検討

○多職種連携による研修の実施
○既存する研修会・会議の活用
○地域ケア会議の活用

○住民向け講演会の実施
○パンフレットの作成と配布
○各市町広報紙への掲載依頼
○HPの作成

○情報共有ツールの検討
○情報共有情報内容
・主治医
・担当ケアマネ
・患者利用者の状況

○北空知圏振興協議会民生部会
の活用

○各市町地域包括支援センター
との連携

②医療・介護関係者等による協
議会の開催と連携に対する現
状と課題の抽出(ｲ)

市
町

地域包括支援センター介護事業所保健所 医師会

北空知地域医療介護確保推進協議会

保健所

北空知圏振興協議会民
生部会を主体に構成

北空知地域医療介護連携支援センター

３．多職種連携・地域啓発部会

１．医療・介護情報共有支援部会

２．退院調整・在宅生活支援部会

運営会議

４．協議会・運営会議・専門部会

保健所 医師会

介護事業所

介護支援専門員

薬剤師

市町

介護支援専門員

薬剤師

医師会

介護事業所 介護支援専門員 薬剤師

【協議会委員】
市町、保健所、医師会、
市立病院、介護関係者、
消防組合

その他関係機関

認知症施策・訪問看護等
地域リハビリテーション活動支援事業

14

３．北空知地域医療介護確保推進協議会と北空知地域医療介護連携支援センターの設置
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１．設置目的
北空知１市４町（深川市、妹背牛町、秩父別町、

北竜町及び沼田町）間で、平成２８年３月１８日に
締結した「北空知における地域医療・介護の提供体
制の確保と連携に関する協定書」（以下「協定」と
いう。）に基づく広域事業の実施について協議する
ために、関係市町、深川保健所、深川医師会、深川
市立病院、深川地区消防組合、介護サービス事業者
等の関係機関・団体で構成する「北空知地域医療介
護確保推進協議会」（以下「協議会」という。）を
設置する。

２．協議事項
広域的に実施する次に掲げる地域医療・介護に係

る連携推進事業について協議する。
（１）救急医療及び地域医療の確保と連携推進に関

する事業
（２）在宅医療・介護の連携推進に関する事業
（３）認知症施策の連携推進に関する事業
（４）介護及び生活支援サービスの確保と連携推進

に関する事業
（５）その他地域医療及び介護サービスの確保と連

携推進に関する事業

３．開 催
協議会の定期開催は６月を予定し、その他必要に

応じて開催することとします。

４.協議会構成員（平成３０年４月～平成３１年３月）

役 職 構成員 備 考

会 長 深川市長

副会長 深川医師会長
深川第一病院
院長

委 員

妹背牛町長

秩父別町長

北竜町長

沼田町長

深川保健所長

深川市立病院長

深川地区消防組合消防長

社会福祉法人揺籃会理事長 ２年任期

社会福祉法人北海道中央病院
理事長

２年任期

北空知介護支援専門員連絡協
議会会長

２年任期
第一病院院長

北空知地域医療介護確保推進協議会



役 職 構成員 備 考

座 長 深川市高齢者支援課長

副座長 深川保健所次長

委 員

深川医師会事務長

深川市立病院事務部長

社会福祉法人揺籃会理事
２年任期

清祥園

社会福祉法人北海道中央病院
理事

２年任期

アニスティ深川

北空知介護支援専門員連絡協
議会事務局長

２年任期

老健りぶれ

深川地区消防組合深川消防署
指令救急課長

妹背牛町住民課長

妹背牛町健康福祉課長

秩父別町住民課長

北竜町住民課長

北竜町地域包括支援センター長

沼田町保健福祉課長

深川市健康福祉課長 16

北空知地域医療介護確保推進協議会 運営会議

１．設置目的
協議会を円滑に運営するため、協議会の委員

が所属する機関・団体の担当者で構成する運営
会議を設置する。

２．協議内容
（１）協議会の検討課題と事業の調整
（２）救急医療体制の維持・確保
（３）在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策

の検討
（４）在宅医療・介護連携推進事業の企画立案と

進行管理
（５）地域リハビリテーション活動支援事業の企

画立案と進行管理
（６）認知症対策事業の検討
（７）その他地域医療・介護連携推進事業の企画

立案と進行管理
（８）各市町地域包括支援センターとの連携調整
（９）協議会関係団体・組織との連絡調整
（10）専門部会の連絡調整

３．開 催
運営会議は四半期に１回程度の頻度で開催し

ます。また、必要に応じて「正副座長・部会長
等会議」を開催し事業の進捗等を調整します。

４.運営会議構成員（平成３０年４月～平成３１年３月）



Ⅰ 医療・介護情報共有支援部会

（１）地域の医療・介護の資源の把握

①「北空知介護保険サービス事業所ガイド

ブック」の内容を基本に、医療情報

（病院・歯科・調剤）を加えたガイド

ブックの作成

②ガイドブックの内容を、北空知地域医療

介護連携支援センターホームページ等で

公開

③ガイドブックの関係機関への配布と住民

等への周知

（２）医療・介護関係者の情報共有の支援

①医療・介護連携情報共有シートの作成

②情報共有ツールの導入検討～ＩＣＴ

（インフォメーション・アンド・コミュニ

ケーション・テクノロジー）等の活用等

２．部会構成員（平成３０年４月～平成３１年３月）
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役 職 構成員 備 考

部 会 長
秩父別町住民課主幹
地域包括支援センター長

２年交代（H30～H31）

副部会長 深川医師会副会長 吉本病院理事長

委 員

北空知歯科医会長 伊東歯科医院院長

北海道薬剤師会北空知支部
深川部会

北海道中央病院薬局長

北空知介護支援専門員連絡
協議会

深川市社会福祉協議会

北空知区域内介護事業所 沼田町社会福祉協議会

深川保健所企画総務課
企画主幹

妹背牛町健康福祉課主査

北竜町地域包括支援センター
介護予防係長

沼田町保健福祉課福祉
グループ主査

深川市高齢者支援課
地域包括支援係主査

事務局員

深川市立病院地域連携室
地域連携係主査

深川市立病院地域連携室
地域連携係調査員

１．医療・介護情報共有支援部会の担当



役 職 所属団体・役職 備 考

部 会 長 妹背牛町健康福祉課長
２年交代H30～
H31）

副部会長 深川保健所企画総務課企画主幹

委 員

深川医師会副議長 児島医院 院長

北海道薬剤師会北空知支部
深川部会

なの花薬局

北空知介護支援専門員連絡協議会 居宅清祥園

北空知区域内介護事業所
深川地域訪看
所長

北空知区域内介護事業所 居宅りぶれ

深川地区消防組合深川消防署
指令救急課救急救助係長

深川保健所企画総務課主査

秩父別町住民課住民福祉グループ主
査

北竜町地域包括支援センター
介護予防係
沼田町保健福祉課福祉グループ
主査

深川市健康福祉課障がい福祉係長

深川市高齢者支援課
地域包括支援係

事務局員

深川市立病院地域連携室室長

深川市立病院地域連携室副室長

深川市立病院地域連携室主任

深川市立病院地域連携室調査員 18

Ⅱ 退院調整・在宅生活支援部会

１．退院調整・在宅生活支援部会の担当

（１）切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の
構築推進

①切れ目なく在宅医療と在宅介護を提供する
ための体制づくりの検討
○急変時診療体制の検討
○夜間・休日診療体制の検討
○在宅での支援体制の検討
○認知症施策の検討

（２）医療介護連携支援センターの運営と相談の
受付、関係者の連携と調整

①「北空知地域医療介護連携支援センター」の
設置と運営

②相談コーディネーター（看護師、医療ソー
シャルワーカー、介護支援専門員など実務
経験を有する人材）の配置

③各市町地域包括支援センターからの医療・介護
連携に関する事項の相談の受付
（地域住民からの相談は各市町の地域包括支援
センターが行うが、直接センターへの相談も受
け付ける）

④退院の際の医療及び介護関係者との連携調整
と相互の紹介、他圏域病院との連携調整

⑤訪問看護等在宅サービスとの連携・調整
⑥認知症初期集中支援事業の連携・調整

２．部会構成員（平成３０年４月～平成３１年３月）
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Ⅲ 多職種連携・地域啓発部会

１．多職種連携・地域啓発部会の担当

（１） 医療･介護関係者の研修会の実施
①深川保健所による多職種合同研修会の引き

継ぎと事業実施
②医療･介護関係者を対象とした多職種研修会

の実施
・関係団体の研修事業等との連携と活用によ

る研修会の企画立案
・各市町地域ケア会議等の活用による研修会

の検討と実施
③地域リハビリテーション活動支援事業の活用

（２）地域住民への普及啓発
①在宅医療や介護などについての講演会等の

開催
・保健所または各市町での事業等を活用する

こととし、具体的な実施内容及び役割分担
等について検討

・高齢者虐待の未然防止や早期発見への啓発
事業の実施検討

②在宅医療や介護に関する内容の各市町広報
誌やホームページへの掲載依頼

２．部会構成員（平成３０年４月～平成３１年３月）

役 職 所属団体・役職 備 考

部 会 長
北竜町地域包括支援センター主幹
兼保健指導係長

２年交代（H30～
H31）

副部会長 北空知介護支援専門員連絡協議会 幸鐘会

委 員

深川医師会理事

北空知歯科医会長 伊東歯科医院院長

北海道薬剤師会北空知支部
深川部会

深川市立病院薬剤課

北空知区域内介護事業所 ＧＨ碧水 管理者

深川市介護者と共に歩む会会長

深川保健所企画総務課主査

妹背牛町健康福祉課主査

秩父別町住民課保健師

沼田町地域包括支援センター
(介護支援専門員)
深川市高齢者支援課
地域包括支援係長

事務局員

深川市立病院地域連携室
地域連携係係長
深川市立病院地域連携室
地域連携係主査
深川市立病院地域連携室
地域連携係調査員
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役 職 所属団体・役職 担 当

センター長
深川市立病院副院長
（医師）

センター業務統括

センター長
代理

深川市立病院事務部長
（事務）

センター長の職務代理

副センター
長

深川市立病院地域連携
室長（看護師）

運営会議
退院調整・在宅生活支援
部会

事務局長
深川市立病院地域連携室
地域連携係調査員
（事務）

運営会議及び専門部会の
運営調整、地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰ
ｼｮﾝ活動支援事業等の進
行調整

事務局次長
深川市立病院地域連携室
副室長（看護師）

退院調整・在宅生活支援
部会

事務局員

深川市立病院地域連携室
地域連携係長（看護師）

多職種連携・地域啓発部
会

深川市立病院地域連携室
地域連携係主査
（作業療法士）

多職種連携・地域啓発部
会、地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ活動
支援事業

深川市立病院地域連携室
地域連携係主査
（社会福祉士）

運営会議
医療・介護情報共有支援
部会

深川市立病院地域連携室
地域連携係主任
（看護師）

退院調整・在宅生活支援
部会

運営会議事務局北空知地域医療介護連携支援センター体制

所属団体・役職等 備 考

北空知地域
医療介護連
携支援セン
ター

深川市立病院地域連携室
室長

副センター長

深川市立病院地域連携室
地域連携係調査員

事務局長

深川市立病院地域連携室
地域連携係長

事務局員

深川市立病院地域連携室地
域連携係主査

事務局員

市町行政部
局

沼田町保健福祉課主幹
２年交代（H30
～H31）

深川市高齢者支援課
課長補佐

深川市健康福祉課主幹

(１)業務内容
①協議会の招集、議事録の整理
②運営会議の招集、議事録の整理
③機関紙の発行～協議会会議内容、各部会での取組状
況などを掲載

(２)事務局体制
深川市立病院事務部地域連携室に「北空知地域医療

介護連携支援センター」を設置し、運営会議の事務局
を担う。
また、当事務局に行政及び関係団体等との調整のた

め市町行政の担当者を加えることができるものとす
る。



年 度 開催日・場所 事業名 内 容 備 考

平成２８
年度

11月18日（金）
18:00～19:30

プラザホテル板
倉

北空知地域医療
介護確保推進の
ための多職種合
同研修会

○講 演 参加者１８７名
・北空知における地域包括ケアシステムの構築について
・在宅医療・介護連携推進事業の効果的な展開について
厚生労働省医療介護連携技術推進官 秋野憲一氏
○交流会 参加者１２１名

北空知ケア
マネ連協との
共催

平成２９
年度

10月14日（土）
17:00～19:30

深川市経済セ
ンター

地域包括ケアに
携わる多職種合
同研修会

参加者１０８名
○講演「多職種連携を深めて見えてきたこと～CCLの活動紹介」
講師：釧路のCCL（本音で地域連携の在り方を検討する会）の

メンバー３人（医師・薬剤師・MSW）
○グループワーク「本人・家族への支援で必要なこと」

北海道看護
協会等との
共催

12月2日（土）
13:30～16:00

深川市経済セ
ンター

在宅療養を考え
る北空知地域住
民フォーラム

参加者１３５名
○演劇「なかよし老人」 妹背牛町民劇団
○在宅療養で使えるサービスの紹介 支援センター・訪看ステ
○意見交換

北海道看護
協会等との
共催

11月3日（金）
9:00～12:00
深川市立病院

第1回北空知地

域入退院支援研
修会

参加者８９名
○報告、講演、グループ討議、全体会
・講師 在宅ケア移行支援研究所 宇都宮宏子氏

深川保健所
との共催

3月16日（金）
18:00～20:00
深川市立病院

第1回北空知地

域入退院支援研
修会

参加者９１名
○リレー事例検討、事例共有、グループ討議、全体共有
・コーディネーター 在宅ケア移行支援研究所 宇都宮宏子氏

深川保健所
との共催

４．北空知地域医療介護確保推進協議会の具体的取り組みの紹介
・北空知地域入退院支援研修会 ・認知症初期集中支援事業事例共有検討会
・北空知地域入退院支援・調整ルール試行事業 ・地域包括ケアに携わる多職種合同研修会
・在宅医療・介護を考える北空知地域住民フォーラム ・住民啓発パンフ（２種類発行）
・住民向け講演会等開催 ・地域リハビリテーション活動支援事業
・北空知介護保険サービス事業所ガイド ・北空知地域医療介護連携支援センターホームページ
・在宅医療・介護に関するアンケート調査

21
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開催日・場所 事業名 内 容

９月２１日（金）
１６:３０～１９:００
北竜町

第１回認知症初期集

中支援事業事例共有
検討会

認知症初期集中支援事業に係る関係市町及び関係機関の専門職等による
学習会。第１回は、北竜町の初期集中支援チームの事例を共有検討。
参加者２３名

９月２８日（金）
１８:１５～２０:００
深川市立病院

第１回入退院支援研
修会

入退院支援調整に係る病院・介護・福祉関係者の連携を深める研修会。第１
回は、病院・看護師からの事例をグループワークにより検討。今年度から北
空知地域入退院支援・調整ルールの普及促進に取り組む。参加者１０３名

１０月２０日（土）
１３:３０～１６:００
妹背牛町

在宅医療・介護を考
える北空知地域住民
フォーラムin妹背牛

在宅医療と介護について地域住民に考えてもらう地域啓発事業。関係市町持
ち回りで、講演会や研修会など地域の実情に応じて企画。今年度は妹背牛町
で開催、講師は北星学園大学の杉岡直人先生。参加者９７名

１０月３１日（水）
１８:００～２１:３０
プラザホテル板倉

地域包括ケアに携わ
る多職種合同研修会

地域包括ケアに携わる関係者の交流研修会。今年度は顔の見える多職種連
携ツール「ケア・カフェ」を学び体験交流（意見交換） 講師は「ケア・カフェ」の
手法を開発したケア・カフェジャパン代表の阿部泰之先生（旭川医科大学病
院医師）。研修会終了後、飲みニケーション交流会を開催。事業は北空知介
護支援専門員連絡協議会との共催で実施。参加者１２１名、交流会４６名

１１月３０日（金）
１８:１５～１９:５０
深川市立病院

第２回入退院支援研
修会

入退院支援調整に係る病院・介護・福祉関係者の連携を深める研修会。第２
回は、地域・ケアマネジャーからの事例をグループワークにより検討。
参加者８３名

２月１日（金）
１８：００～１９：４０
深川市

地域リハ活動支援事
業事例共有検討会

居宅介護支援専門員スキルアップ研修会として、地域リハビリテーション活動
支援事業３年間の成果と課題を報告し、事例をグループワークで共有検討。
事業は北空知介護支援専門員連絡協議会との共催で実施。参加者２９名

２月８日（金）
１８：００～１９：４０
深川市

第２回認知症初期集

中支援事業事例共有
検討会

認知症初期集中支援事業に係る関係市町及び関係機関の専門職等による
学習会。第２回は、深川市の初期集中支援チームの事例を共有検討。
参加者２６名

２月１８日（月）
１８：００～
深川市

多職種連携ツール導
入調査研究会

ＩＣＴを活用した多職種連携（地域連携）ツールの導入について、システム提供
事業者の提案を聞く調査研究会を開催。
参加者２０名

平成３０年度北空知地域医療介護確保推進協議会各種研修事業等

23



平成２９年の春に北空知
１市４町に全戸配付

１５，０００部
24

住民啓発パンフレット
（Ａ４版観音折８Ｐ）

北空知介護支援専門員連絡
協議会との協働で作成



様式３の２枚目は添付省略
以下の項目がある

３．リハビリに関する本人/家族の意向につ
いて（ケアプラン立案時
４．入院前のADL
５．今後の方向性（暮らす場所や延命措置
など話しあったことがあれば含めて）

25

北空知地域入退院支援・
調整ルール試行事業
Ｈ２９年度に検討し、

３０年８月から実施

様式３は、病院がほしい情
報として作成したが、

ケアマネの事業所で使用し
ている情報提供様式にない
追加情報のみを記載する

方式とした



在宅医療・介護を考える北空知地域住民フォーラムin妹背牛の開催報告
～ いずれはみんなに訪れる人生の最期 どう迎えたいですか？ どう送りたいですか？ ～

26

・日 時 平成３０年１０月２０日（土）１３：３０～１６：００
・場 所 妹背牛町 わかち愛もせうしひろば（ＪＡ北いぶき妹背牛支所）
・参加者 ９７名（妹背牛町６３名、深川市２０名、秩父別町２名、北竜町７名、沼田町２名、

その他３名、うち一般６３名、支援関係者３４名）

１市４町を巡回開催、
次年度は北竜町で開催



地域包括ケアに携わる多職種合同研修会の開催報告
～ 「顔の見える関係」から「多職種協働」、そして「チーム北空知」へ ～
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・平成３０年１０月３１日（水）１８：００～２１：３０
・プラザホテル板倉
・参加者 研修会：１２１名 交流会：４６名

模造紙には何を書いても（描
いても）ＯＫ いたずら書きも可

看護職３９名、介護支援専門員２５名、保健師１０名、ヘルパー
１０名、MSW・SW・相談員９名、事務職７名、リハビリ職６名、医

師５名、薬剤師３名、歯科医師２名、管理栄養士１名、精神保
健福祉士１名、歯科衛生士１名、その他２名



第２回北空知地域入退院支援研修会 １１月３０日 市立病院
・１１月３０日（金）１８：１５～１９：５０ ・深川市立病院 ２階会議室
・参加者 ８２名（看護職３４名、介護支援専門員２８名、ＭＳＷ・ＳＷ・相談員７名、

リハビリ職１名、保健師８名、ヘルパー１名、事務職３名）
・研修目的 医療関係者と地域支援関係者が連携して入退院支援を進めていく関係を築く
・研修目標 ①北空知地域の支援関係者が本人や家庭の思いに添った入退院支援ができるようになる

②入退院支援をしていく上で、医療関係者と地域支援関係者がタイムリーな情報交換が
できるようになる

事例紹介
「在宅環境に問題のある方の在宅復帰」

「ゴミで溢れている」「お風呂がない」
「ガスがない」「買物にいけない」

「家族の協力もない」

このような状況の方を
食事、衛生、健康、環境の面から

どのような支援をしますか

事例紹介はケアマネ
の○○さん

多職種、様々な意見を聞いて勉強になった。
困難事例検討はとても勉強になった。 28
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①個別訪問～関係スタッフと一緒に同行訪問し、ADL・IADLの自立支援に向けた助言
②通所訪問～事業所等にて、対象者のADL・IADL自立に向けた関わりについて助言
③地域ケア会議（担当者会議）～事例検討・地域課題の発掘・施策に向けてリハ視点で参画
④地域予防事業～サロン・老人クラブ等にて、体操の紹介・ミニ講座・体力測定等を行い、

介護予防・健康への意識を高める
⑤研修会～看護・介護スタッフへ「リハビリテーション視点での関わり方」等の研修会を開催

北空知地域リハビリテーション活動支援事業

介護予防体操「ライス
パワー体操」を市立病
院リハビリスタッフで
考案しました

年 度 深川市 妹背牛町 秩父別町 北竜町 沼田町 合計

平成28年度 ７１ ３０ ３６ ４３ ２９ ２０９

平成29年度
１０４
（＋３３）

４３
（＋１３）

７３
（＋３７）

４４
（＋１）

４３
（＋１４）

３０７
（＋９８）

市立病院のリハ職（作業療法士）
が専任で担当、地域包括の要望

に応じて各市町へ派遣



５．まとめ（成果と課題）

１．在宅医療・介護連携推進事業（委託料：1,094万円〔人件・車両・事業・事務費等〕）

（ア）地域の医療・介護の資源の把握（担当：医療・介護情報共有支援部会）

・介護保険事業所、医療機関、見守り・生活支援サービス等の社会資源を把握調査し、ホームページに掲載

・ガイドブックなどの印刷物は、作成費用、情報更新が課題となり保留

（イ）在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討（担当：運営会議）

・協議会設立前のＨ２６、Ｈ２７に民生部会（地域医療・介護担当課長等会議）で課題の抽出と対応策を検討

・協議会設立後は、各専門部会で対応策を検討し事業等を実施

・担当する運営会議（市町担当課長・施設長等会議）の開催が年２回に止まっているため、全体の進捗・評価

や、課題・対応策の見直しなどの検討が不足気味

（ウ）切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築推進（担当：退院支援・地域生活支援部会）

・協議会設立後の検討とした認知症施策は、認知症初期集中支援事業の広域実施体制を構築（サポート医養

成、看護職員派遣、事例共有検討会）

・市立病院で、民生部会での関係市町から検討要請を受け、Ｈ２８年７月から訪問看護、メディカルショート

ステイを開始、さらにＨ３０年２月から地域包括ケア病棟（Ｈ２９）を開設

・地域の医師不足など医療資源が乏しく、訪問診療など在宅医療サービスの構築は難しいため、

広域連携による救急医療体制の確保（市立病院、医師会、圏域外協力医師）、入退院支援を課題にした医

療・介護関係者の研修を通じて連携づくりを推進

・人口減少・人手不足の中で、医療・介護の担い手の維持・確保が大きな課題

（エ）医療・介護関係者の情報共有の支援（担当：医療・介護情報共有支援部会）

・情報共有ツールとして、救急あんしんカードの普及促進、Ｈ３０年８月から「北空知地域入退院支援・調整

ルール」試行事業を実施

・課題としているＩＣＴ活用をした連携システムの調査検討は進んでいない。

そのほか、お薬手帳の普及啓発と連携シートとしての活用を検討課題に 30
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（オ）在宅医療・介護連携に関する相談支援（担当：退院支援・地域生活支援部会）
・地域医療・介護の連携拠点として、管内唯一の中核病院である市立病院（地域連携室）内に「北空知地域医
療連携支援センター」を設置、協議会の事務局を担い、医療・介護関係者との「顔の見える」関係づくりに
努めているほか、関係市町の地域ケア会議に参加するなどし、相談支援体制を整備

・地域連携室の職員体制の確保、関係機関・事業所との役割分担と連携、関係者間の共通理解（温度差・意識
の違い）、力量アップが課題

（カ）医療・介護関係者の研修（担当：多職種連携・地域生活支援部会）
・多職種合同研修会を年１回開催し、毎年１００名以上が参加
担当部会が異なるが、入退院支援をテーマにＨ２９からは入退院支援研修会を年２回開催、いずれも関係者
の研修ニーズは高く、参加者の満足度は高い。

・年１回の開催から、複数回の開催と気軽に集まれる場づくりが今後の課題
・予定していた市町単位の研修は、地域ケア会議での地域リハビリテーション活動支援事業の報告研修、関係
団体を対象とした研修は、北空知介護支援専門員連絡協議会との多職種合同研修会、地域リハの報告研修を
開催、さらにニーズに対応にした多様な開催が課題

・関係機関・団体の研修会・講演会の把握と情報提供は、把握・発信体制の構築に至っていない。

（キ）地域住民への普及啓発（担当：多職種連携・地域生活支援部会）
・住民啓発パンフレット「住み慣れたまちで安心して暮らすために」を作成し、関係市町全戸に配付するとと
もに、関係市町の窓口で配付

・在宅医療・介護を考える地域住民フォーラムをＨ２９年度から関係市町持ち回りで開催
・予定していた関係市町での地域講演会等の複数回開催は、地域住民向け研修会・講演会の講師派遣として実
施、講師等の協力者の確保、メニューの拡大が課題

（ク）在宅医療・介護連携に関する関係市区町村の連携（担当：運営会議）
・協議会各会議体の構成員には関係市町および関係機関・団体が参加（専門部会の委員等は任期、定員はなく
柔軟に運営）、各会議体の会議や担当事業の実施を通じて連携

・連携支援センターを市立病院内に置くことで、日常的な相談支援業務で関係市町と連携
・運営会議（関係市町）の開催（４半期１回）が計画どおり出来ていないのが課題



２．地域リハビリテーション活動支援事業（委託料：932万円〔人件・車両・事務費等〕）
・通所、訪問、地域ケア会議、サービス担当者会議、サロンなど住民運営の通いの場等へのリハビリ専門職の
関与を促進することにより、エビデンスのある介護予防、地域リハビリテーションの考え方が普及

・訪問リハビリテーション事業所がないことによる訪問での利用が多いこと、通所介護事業所での利用が少な
いこと、自立支援型ケアプランなどが課題 ⇒ 通所介護事業所向け研修会、介護支援専門員向け研修会

・専任の作業療法士のみの派遣 ⇒ 担当者の育成・複数化、理学療法士、言語聴覚士の職種拡大
・訪問リハビリテーション事業所の開設
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〇北空知の市民・住民が医療や介護を必要とする状態になっても、
住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることが出来るようにするため、
患者・利用者の尊厳を守り、希望を叶えるサービスの提供と支援、そして地域づくりへ

北空知の地域医療・介護の関係者は、「チーム北空知」となって、
地域包括ケアシステムを構築をして行こう！

「利用者」のための専門職に加え「地域」のための専門職へ

１．関係者は、「北空知地域医療介護連携支援センター（深川市立病院）」を
連携拠点に、顔の見える関係を築き、多職種協働によるチーム支援に取り組もう。

「顔の見える関係」から「多職種協働」、そして「チーム北空知」へ進化

２．関係者は、「北空知地域医療介護確保推進協議会」の各種会議で大いに議論し、
医療及び介護サービスを持続的に提供できる地域づくりに取り組もう。
専門性の向上、団塊世代に選択される施設・事業所づくり、そして支えあう地域づくりへ

最後に

連携の
パズル

医療

行政

地域

介護

ご清聴ありがとうございました


